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農業総合研究センター公開デーを開催します（P11） 

病害虫発生予察情報を発表しました（P11） 
 

          

 

これからも栃木の農業を支えていきます 
―県立農事試験場から創設 130 周年―

栃木県農業総合研究センターは、1895（明治 28）年に栃木県
立農事試験場として発足しました。これまでに、多くの新品種・
新技術を開発し、本県農業の発展に大きく貢献してきました。こ
れからも本県農業の持続的発展を技術と品種で支えていきます。 

今年度は１３０周年の節目を記念し、これまでの歩みを振り返
るとともに、今後の試験研究の発展につながるイベント等の企画
を展開する予定です。 

 


